


　
6
月
定
例
会
を
6
月
7
日
か
ら
20
日
ま
で
14
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
定
例
会
で
は
福
崎
町
議
会
基
本
条
例
及
び
福
崎

町
自
治
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、
報
告
5
件
、
議
案
10

件
、
発
議
1
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
 

　
福
崎
町
議
会
で
は
、
地
方

分
権
時
代
に
対
応
し
た
議
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
、

議
会
運
営
委
員
会
及
び
全
員

協
議
会
で
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
 

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

条
例
に
盛
り
込
む
事
項
の
議

論
、
先
進
事
例
の
調
査
、
視

察
等
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
24
年
9
月
に

は
立
命
館
大
学
駒
林
良
則
教

授
を
招
き
、
全
議
員
を
対
象

に
今
後
の
議
会
改
革
の
展
開

に
つ
い
て
様
々
な
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
や
、
意
見
交
換
の
結
果
、

議
会
基
本
条
例
案
を
ま
と
め
、

本
定
例
会
に
委
員
会
発
議
に
 

よ
り
提
出
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
 

自
治
基
本
条
例
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
 

 
本
定
例
会
に
お
い
て
、
未
来
に
誇
れ
る
福
崎
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
福
崎
町
自
治
基
本
条
例
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
福
崎
町
に
お
け
る
自
治
の

基
本
的
事
項
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
基
本
条
例
審
査

特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）
を
設
置
し
審
議

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

●
主
な
質
疑
●
 

議
員
　
こ
の
条
例
で
は
、
町

民
の
定
義
が
、
町
内
に
住
所

を
有
す
る
者
、
町
内
へ
通
勤

通
学
す
る
者
、
町
内
で
事
業

活
動
を
行
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
町
民
の
範
囲
を
広
く

す
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い

か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
将
来
、
人

口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
町
の
活
力
を
支
え
て
い

く
た
め
に
は
、
住
民
だ
け
で

な
く
、
町
外
か
ら
こ
ら
れ
て

い
る
従
業
員
の
方
や
学
生
の

方
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
町
民
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
 

議
員
　
政
策
等
の
立
案
、
実

施
等
の
過
程
に
お
い
て
町
民

の
参
画
の
推
進
に
つ
と
め
る

と
あ
る
が
具
体
的
に
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
様
々
な
計

画
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
公
募
に

よ
り
委
員
を
募
り
、
政
策
立

案
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま

す
。
 

6
月
定
例
会
の
経
過
 

【
6
月
】
 

7
日

本
会
議
 

・
議
案
上
程
 

・
議
案
提
案
理
由
説
明
 

・
全
員
協
議
会
 

11
日

本
会
議
 

・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
報
告
 

・
議
案
に
対
す
る
質
疑
 

・
即
決
議
案
の
討
論
・
採
決
 

・
特
別
委
員
会
の
設
置
 

・
委
員
会
付
託
 

12
日

自
治
基
本
条
例
審
査

　
　

特
別
員
会
 

・
付
託
議
案
審
査
 

13
日

総
務
文
教
常
任
委
員

　
　

会
 

・
付
託
議
案
審
査
 

14
日

民
生
ま
ち
づ
く
り
常

　
　

任
委
員
会
 

・
付
託
議
案
審
査
 

18
日

本
会
議
 

・
総
括
質
疑
 

・
委
員
長
報
告
 

・
質
疑
 

・
討
論
・
採
決
 

・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
申
出
 

・
一
般
質
問
 

19
日

本
会
議
 

・
一
般
質
問
 

20
日

本
会
議
 

・
一
般
質
問
 

福
崎
町
議
会
基
本
条
例
を
制
定
 

福
崎
町
自
治
基
本
条
例
を
可
決
 

第450回 定例会 
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6月定例会 

自治基本条例を全会一致で可決 自治基本条例を全会一致で可決 自治基本条例を全会一致で可決 

自治基本条例の主なポイント 

・町民の参画と協働の推進 

・町長等は、開かれた町政を進める
ため町民にわかりやすく説明 

・町長は、総合計画を策定する 

・議員は公正かつ誠実に議会活動を
行い、町民全体の利益の向上につ
いて考え、町民の信頼にこたえる 



議
員
　
近
隣
の
市
町
に
お
い

て
は
職
員
の
給
与
を
減
額
し

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
減
額

し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
な

か
っ
た
の
か
。
 

町
長
　
私
の
本
来
的
な
考
え

と
は
矛
盾
し
て
お
り
ま
す
が
、

提
出
い
た
し
ま
し
た
。
 

議
員
　
福
崎
町
全
体
で
は
、

職
員
給
与
の
減
額
の
合
計
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
 

総
務
課
長
　
職
員
等
全
体
で
、

4
8
3
0
万
円
の
減
額
に
な

り
ま
す
。
 

議
員
　
職
員
の
給
与
を
減
額

し
な
か
っ
た
場
合
、
何
か
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
の
か
。
 

副
町
長
　
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

議
員
　
非
常
勤
特
別
職
員
の

報
酬
も
減
額
さ
れ
る
が
、
事

前
に
通
知
を
さ
れ
た
の
か
。
 

副
町
長
　
非
常
勤
職
員
の
報

酬
は
今
ま
で
も
特
別
職
の
給

与
に
連
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

通
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

6月定例会 
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議
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
話
し
合
わ
れ
る

の
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
具
体
的
に

は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
幼

児
園
な
ど
の
施
設
利
用
定
員

や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

議
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
委
員
は
ど
の
よ
う
に
選

ぶ
の
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
会
議
は
15

名
の
委
員
で
組
織
す
る
予
定

で
す
。
 

①
子
ど
も
の
保
護
者
 

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
業
に
従
事

す
る
者
 

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
し
学
識
経
験
の
あ

る
者
 

④
そ
の
他
町
長
が
必
要
と

認
め
る
者
 

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
 

①
②
③
で
5
名
ず
つ
お
願
い

す
る
予
定
で
す
が
、
④
に
該

当
す
る
方
が
あ
る
場
合
は
調

整
す
る
予
定
で
す
。
 

監
査
委
員
に
 

高
寄
辰
則
氏
を
選
任
 

福
崎
町
職
員
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
可
決
 

　
一
般
職
の
給
与
平
均
7
%
減
額
 

福
崎
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
可
決
 

福崎町議会基本条例、福崎町 福崎町議会基本条例、福崎町 福崎町議会基本条例、福崎町 
中
播
公
平
委
員
会
委
員
に
 

松
下
洋
一
氏
を
選
任
 

氏
　
名
　
 

　
高
　
寄
　
辰
　
則
 

住
　
所
 

　
福
崎
町
福
田
 

任
　
期
 

　
平
成
25
年
7
月
1
日
〜
 

平
成
29
年
6
月
30
日
 

氏
　
名
 

　
松
　
下
　
洋
　
一
 

住
　
所
 

　
市
川
町
下
瀬
加
 

任
　
期
 

　
平
成
25
年
7
月
1
日
〜
 

平
成
29
年
6
月
30
日
 

　
国
家
公
務
員
の
給
与
7
・
8
%
の
減
額
支
給
措
置
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
福
崎
町
職
員
の
給
与
に
関
し
て
も
、
国
に
準
じ
平

成
26
年
3
月
ま
で
削
減
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。
 

　
子
ど
も
・
子
育
て
事
業
計
画
の
策
定
や
子
育
て
支
援
に
必
要

な
事
項
を
調
査
、
審
議
す
る
た
め
の
事
項
を
条
例
で
定
め
た
も

の
で
す
。
 

　　　　対象職員 

町　長 

副町長 

教育長 

 

 
一般職の職員

 

 

行政委員会、附属機関の委員 

1級、2級 

3級、4級 

5級、6級 

7級 

給料 

△10％ 

△10％ 

△10％ 

△4.1% 

△7.1% 

△7.1% 

△9.1%

期末手当 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77%

勤勉手当 

 

 

 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77% 

△9.77%

管理職手当 

 

 

 

 

 

△10％ 

△10％ 

報酬 

 

 

 

 

 

 

 

△9.77%
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●本会議等における出席状況● 

志
水
正
幸
 

釜
坂
道
弘
 

高
井
國
年
 

小
林
　
博
 

難
波
靖
通
 

松
岡
秀
人
 

前
川
裕
量
 

石
野
光
市
 

北
山
孝
彦
 

冨
田
昭
市
 

城
谷
英
之
 

牛
尾
雅
一
 

木
村
い
づ
み
 

宮
内
富
夫
 本会議1日目（6月7日） 

本会議2日目（6月11日） 

自治基本条例審査特別委員会（6月12日） 

総務文教常任委員会（6月13日） 

民生まちづくり常任委員会（6月14日） 

本会議3日目（6月18日） 

本会議4日目（6月19日） 

本会議5日目（6月20日） 

注１　出は出席、欠は欠席、早は早退、遅は遅着 

注２　志水議長は、総務文教常任委員会以外の委員会には議長として出席します 

注３　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません 

 

議 席 番 号 ・ 氏 名  
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出 
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出 

出 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会 議 名  

【お詫びと訂正】 

前号の議会だより3ページ、 

会計予算表に誤りがありました。 

お詫びして訂正いたします。 

　　　　誤 

　期高齢者医療事業 

　護保険事業 

　業集落排水事業 

　共下水道事業 

　　　　正 

後期高齢者医療事業 

介護保険事業 

農業集落排水事業 

公共下水道事業 

議案等番号 

報告第 6 号 

報告第 7 号 

報告第 8 号 

報告第 9 号 

報告第10号 

議案第40号 

議案第41号 

議案第42号 

議案第43号 

議案第44号 

議案第45号 

議案第46号 

議案第47号 

議案第48号 

議案第49号 

発議第 4 号 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　名 

平成24年度兵庫県町土地開発公社事業報告について 

平成24年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告について 

平成24年度福崎町農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告について 

平成24年度福崎町公共下水道事業特別会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告について 

平成24年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

監査委員の選任について 

中播公平委員会委員の選任について 

兵庫県市町交通災害共済組合を組織する地方公共団体の数の減及び規約の変更について 

福崎町自治基本条例の制定について 

福崎町職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

福崎町子ども・子育て会議条例の制定について 

福崎町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 

訴えの提起（公共下水道マンホール不正工事）の変更について 

工事請負契約（〈仮称〉八千種幼児園建設工事）について 

福崎町議会基本条例の制定について 

審議結果 

 

 

 

 

 

賛成全員同意 

賛成全員同意 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

賛成全員可決 

「報告」は質疑を 

行いますが、討論・ 

採決はありません。 

第450回（6月）定例会提出議案と審議結果 
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第
5
次
総
合
計
画
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
検
討
し
、
平
成
26
年
12
月
議
会
に
提
案
す
る
予

定
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
総
合
計
画
審
議
会
は
、
町
長
の
諮
問
機
関
で
、
15
名
の
委
員
で
構
成
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
は
、
公
募
の
委
員
で
構
成
し
、
ま
た
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
 

委

員

長
　
牛
尾
　
雅
一
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
志
水
　
正
幸
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

（仮称）八千種幼児園建設工事始まる （仮称）八千種幼児園建設工事始まる （仮称）八千種幼児園建設工事始まる 

　八千種保育所と八千種幼稚園を一体化する（仮称）八千種幼児園の基本計画や運営内容が発表され、

平成26年4月の開園にむけ建設工事が始まりました。 

①「おはよう」をかわす数だけ、子どもとの絆

が強くなる。 

②「ありがとう」と伝える数だけ、子どもに自

信が生まれる。 

③「朝ごはん」を食べる数だけ、子どもに活力

が出る。 

④「夜ふかし」をしない数だけ、子どもの生活

が安定する。 

⑤「携帯電話」の制限は、子どもを非行から守

る。 
●施設の構造● 
主要構造　　鉄筋コンクリート造平屋建て 
外　　壁　　コンクリート打放しの上吹付タイル 
落札業者　　（株）坪田工務店　 
落札金額　　160,125,000円（税込） 

●（仮称）八千種幼児園建設にかかる 
委員からの主な質疑● 

○（仮称）八千種幼児園の建設について保護者
への説明や意見聴取はされているのか。 

（答）庁舎内で建設検討委員会を立ち上げていま
す。説明会は実施しています。 

○計画では園庭に通路を計画されているが、通
路は必要ないと考えている。通路があるため、
園庭が以前より狭くなっている。できあがっ
たものについて、保護者に説明するのではな
く、設計当初から保護者が関われる体制にし
てほしい。 

（答）ご指摘の点を十分考慮し、進めていきます。 

●（仮称）高岡幼児園建設にかかる 
委員からの主な質疑● 

○（仮称）高岡幼児園の迂回道路は恒
久的に使うのか。 

（答）仮設道路ではありません。恒久的
に使用します。 

○建設時に、仮設教室を作ると報告が
あったが、高岡小学校に空き教室は
ないのか。 

（答）現在の予定では空き教室はあり
ません。空き教室があれば使用した
いと思います。 

○旧高岡保育所の跡地はどのように利
用するのか。 

（答）幼児園の駐車場を予定しています。

第5次総合計画の策定体制（案） 

第5次総合計画 

　・基本構想　　10年 
　・前期基本計画　5年 

町 議 会  

審 議 会  

役 　 場  

町 　 長  

住 　 民  

まちづくり 
委員会（約15名） 

住民アンケート 
意見募集 

策定委員会 
（副町長以下課長級） 

16名 

ワーキンググループ 
6部会（1部会9名程度） 

事 務 局 
企画財政課 

各課職員 

議
決
 

提
案
 

答申 

諮問 

意見・ 
提言　 

説明・ 
公表　 

住民参加 

意
思
決
定 

策
定
作
業 

総 務 文 教 常 任 委 員 会  

（仮称）八千種幼児園完成予想図 
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3月定例会 

　
経
営
状
況
等
を
評
価
し
、
経
営
改
革
に
関
す
る

方
針
を
検
討
す
る
た
め
委
員
会
を
設
置
す
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
10
名
以
内

の
委
員
で
組
織
し
、
年
に
5
回
開
催
す
る
予
定
で

す
。
 

委

員

長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
難
波
　
靖
通
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

民 生 ま ち づ く り 常 任 委 員 会  

　高齢者の死亡要因の上位を占める「肺炎」の一因と

なっている「肺炎球菌」による肺炎の予防と重症化を

防ぐため、接種費用の一部を助成するとの報告を受け

ました。 

（対象者）福崎町の住民で 

①75歳以上の方 

②60歳以上75歳未満で心臓・腎臓もしくは呼吸

器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能に障害があり、日常生活が極度に制

限されている方 

（助成額）4,000円 
　　　　　（ただし、生活保護受給者は全額助成） 

　亀坪地区の給水の安定を図るため、東部工業団地と亀坪をつなぐ林道笠形線

を通るルートの上水道配水管を新設するとの報告を受けました。 

　詳細設計業務の落札業者は富二設計コンサルティング㈱兵庫事務所で、落札

金額は4,809,000円（税込）とのことです。 

　地域のつながりを活かした地域課題を検討

するしくみを基盤として、地域活性化に取り

組むために実践されるまちづくりに対して経

費を助成するとのことです。 

　自治会が、地域の「夢」に向かって、みん

なで目標を定め、住民自ら活動に参加し、目

標に向かって行動する自律（立）の力を育ん

で、よりよい集落をつくることを目的として

います。 

㈱もちむぎ食品センター　　　 
経営検討委員会設置 

㈱もちむぎ食品センター　　　 
経営検討委員会設置 

㈱もちむぎ食品センター　　　 
経営検討委員会設置 

①「おはよう」をかわす数だけ、子どもとの絆

が強くなる。 

②「ありがとう」と伝える数だけ、子どもに自

信が生まれる。 

③「朝ごはん」を食べる数だけ、子どもに活力

が出る。 

④「夜ふかし」をしない数だけ、子どもの生活

が安定する。 

⑤「携帯電話」の制限は、子どもを非行から守

る。 

●委員会での主な質疑● 

○どのような内容を検討するのか。 

（答）赤字体質をどのようにするのか重点的に検
討します。商品の開発等は別で検討します。 

○このまま存続させるのか。委託はしないのか。 

（答）今の方法で経営改善に取り組みます。 
　　　中小企業診断士を中心に検討します。 

○４月８日のＮＨＫ放送後の売り上げはどうか。 

（答）売り上げは伸びていますが、このまま推移
するかわかりません。 

公共下水道の接続状況（平成25年4月末現在） 

対象件数 

（Ａ） 

4,997

接続件数 接続率（％） 

Ｂ/Ａ 

64.5

 

3月分 

3,182

 

4月分（Ｂ） 

3,221
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議 会 運 営 委 員 会  

   【
7
月
】
 

2
日
・
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

　
　
・
西
播
磨
市
町
議
長
会
講

　
　
　
演
会
 

5
日
・
民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任

　
　
　
委
員
会
 

8
日
・
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　
研
究
会
 

9
日
・
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　
評
議
員
会
議
 

11
日
・
第
63
回
「
社
会
を
明
る

　
　
　
く
す
る
運
動
」
神
崎
郡

　
　
　
住
民
大
会
 

13
日
・
〈
仮
称
〉
八
千
種
幼
児

　
　
　
園
起
工
式
 

16
日
・
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

17
日
・
く
れ
さ
か
環
境
事
務
組

　
　
　
合
臨
時
会
 

19
日
・
姫
路
福
崎
斎
苑
事
務
組

　
　
　
合
臨
時
会
 

22
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

　
　
・
中
播
農
業
共
済
事
務
組

　
　
　
合
臨
時
会
 

23
日
・
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

　
　
・
神
崎
郡
民
主
化
推
進
連

　
　
　
絡
協
議
会
定
期
総
会
 

24
日
・
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　
新
議
員
研
修
会
 

25
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

30
日
・
議
員
研
修
会
 

31
日
・
食
育
推
進
委
員
会
 

【
8
月
】
 

2
日
・
議
会
運
営
委
員
会
 

　
　
・
第
4
5
1
回
福
崎
町
議

　
　
　
会
臨
時
会
 

　
　
・
全
員
協
議
会
 

　
　
・
民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任

　
　
　
委
員
会
 

　
　
・
福
崎
町
介
護
保
険
運
営

　
　
　
協
議
会
 

3
日
・
山
桃
忌
奉
賛
第
28
回
表

　
　
　
彰
式
 

8
日
・
播
磨
中
部
高
原
森
林
基

　
　
　
幹
道
推
進
協
議
会
定
期

　
　
　
総
会
 

　
　
・
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　
臨
時
会
 

20
日
・
福
崎
町
国
民
健
康
保
険

　
　
　
運
営
協
議
会
 

26
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

　
　
・
中
播
衛
生
事
務
組
合
定

　
　
　
例
会
 

27
日
・
民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任

　
　
　
委
員
会
 

30
日
・
議
会
運
営
委
員
会
 

　
　
・
く
れ
さ
か
環
境
事
務
組

　
　
　
合
定
例
会
 

委

員

長
　
高
井
　
國
年
 

副
委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

福崎町議会基本条例を制定しました 福崎町議会基本条例を制定しました 福崎町議会基本条例を制定しました 

　６月定例会において、委員会発議により

福崎町議会基本条例を制定しました。福崎

町議会では、本条例制定を契機に、より一

層議会の活性化を図るとともに、町民のみ

なさんの信頼に応えられる議会を目指し、

全力で取り組んでいきます。条例に盛り込

まれた特記すべき事項についてお知らせし

ます。（全文はホームページで掲載しています） 

　町民と協働する議会を実現し、町民の福祉の向

上と町政の発展に寄与すること及び本条例がどの

ような位置づけにあるのかを定めています。 
 

◇議会と議員の活動原則 
　議会は町民の多様な意見を把握し、町政に反映させる
ために政策提言、政策立案等の充実強化に努めます。 
　また委員会は専門性と特性を活かして、適切な運営に
努め、議員と町民が自由に意見を交換できる機会を設け
ます。 

◇町民と議会の関係 
　議会は本会議のほか委員会及び全員協議会を原則公開
とし、請願や陳情を町民からの政策提言と位置づけ、審
議においては提案者の意見を聴く機会を設けます。 

◇町長等と議会の関係 
　町民の福祉の向上のため相互に緊張感を持ち続け、そ
れぞれの責務を果たすこと、また重要な案件については、
町長等に政策等の形成過程の説明を求めることができま
す。 

　町政上の課題を明確にするため、質疑及び質問は一問
一答方式で行うものとし、町長等に反問権を付与します。 

◇討論の拡大 
　議会は責任ある意思決定を行うために、議員相互間で
の議論となるよう、十分な討論・議論を尽くして合意形
成に努めます。 

◇議員定数及び議員報酬 
　議員定数及び議員報酬の改正については、類似団体の
比較だけではなく、町政の現状と課題等総合的に検討し、
改正理由を明確にします。 

◇政務活動費 
　議員は調査研究のために政務活動費を活用し、使途の
透明性を確保します。 

◇議員及び議会事務局の体制整備 
　議会は議員研修の充実強化や議会事務局の機能強化に
努めます。 

◇条例の見直し 
　議会は議会基本条例の目的が達成されているかを必要
に応じて検証します。 

議 
会 
日 
誌 

（平成25年6月11日可決、平成25年7月1日施行） 



8ふくさき議会だより　第127号 

一 般 質 問  

問
　
駅
前
周
辺
が
生
活
圏
の

方
々
の
安
全
・
安
心
の
為
に

も
県
道
甘
地
福
崎
線
の
早
期

拡
幅
な
ど
、
整
備
の
現
時
点

で
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

技
監
　
町
が
26
年
〜
30
年
度

の
5
年
間
で
駅
前
広
場
の
整

備
と
そ
れ
に
伴
う
県
道
甘
地

福
崎
線
の
付
替
え
区
間
の
拡

幅
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
、
国
に
予
算
要
望
す

る
予
定
で
す
。
県
に
も
26
年

度
に
町
付
替
え
区
間
か
ら
福

崎
高
校
前
踏
切
ま
で
の
間
の

県
道
拡
幅
に
着
手
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
 

問
　
町
の
将
来
を
考
え
る
と

町
の
活
力
維
持
の
為
に
も
安

定
し
た
人
口
の
確
保
は
最
も

大
切
。
20
〜
30
年
先
を
見
据

え
た
取
り
組
み
が
必
要
。
若

い
世
帯
の
定
住
に
は
安
価
な

住
宅
用
地
の
提
供
が
必
要
。

市
街
化
調
整
区
域
な
ど
で
の

規
制
網
の
見
直
し
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
規
制
緩

和
の
法
改
正
は
、
厳
し
い
と

考
え
ま
す
。
 

問
　
市
街
化
区
域
で
は
子
ど

も
を
遊
ば
せ
る
公
園
が
特
に

少
な
い
。
早
期
の
整
備
が
困

難
な
ら
、
土
・
日
曜
日
の
幼

児
園
な
ど
の
園
庭
開
放
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
安
全
面
な

ど
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
あ
る
が
、
研
究
し
て

み
ま
す
。
 

問
　
七
種
川
流
域
の
水
害
防

止
に
は
市
川
本
流
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
雨
水
の
放
出
が
必
要
。

そ
の
為
市
川
の
土
砂
堆
積
や

雑
草
・
雑
木
の
除
去
は
必
要
。

そ
れ
は
南
田
原
地
区
の
鹿
対

策
に
も
有
効
で
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
雑
木
の

除
去
に
つ
い
て
は
、
県
と
協

議
し
、
河
川
美
化
事
業
の
範

囲
で
取
り
組
み
ま
す
。
土
砂

の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
県
に

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

福
崎
駅
周
辺
整
備
の
取
り
組
み
状
況
は
 

　
　
駅
前
広
場
と
県
道
拡
幅
の
26
年
度
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
 

牛 尾 雅 一  

　議員にとって「一般質問」は、

公の場である議会で、議案に関係

なく町の考え方や町政をただす 

大切な場です。 

JR福崎駅前 



問
　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
過
去
の
放
送
は
聞
き
取

り
に
く
か
っ
た
。
テ
ス
ト
は

定
期
的
に
や
る
べ
き
だ
。
サ

イ
レ
ン
は
異
常
な
音
と
聞
い

て
い
る
が
ど
う
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
音
量
、
ス

ピ
ー
カ
ー
の
方
向
等
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
国
の
試
験
放

送
に
参
加
し
ま
す
。
サ
イ
レ

ン
は
通
常
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
 

問
　
防
犯
灯
は
白
色
、
青
色
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
3
種
類
が
あ
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
統
一
す
べ
き
だ
。
 

住
民
生
活
課
長
　
従
来
の
蛍

光
灯
は
修
理
し
、
器
具
の
取

替
え
、
新
設
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器

で
対
応
し
ま
す
。
 

問
　
庁
舎
の
耐
震
進
捗
状
況

は
。
防
災
無
線
室
は
早
急
な

耐
震
対
策
が
必
要
だ
。
 

総
務
課
長
　
耐
震
診
断
、
補

強
計
画
を
作
成
、
第
三
者
の

評
価
を
受
け
た
後
、
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。
耐
震
工
事

は
総
合
的
に
実
施
し
、
防
災

無
線
室
の
み
の
施
工
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

で
障
害
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

国
も
最
近
勧
奨
を
中
止
し
た

が
、
当
町
の
対
応
は
。
 

民
生
参
事
　
勧
奨
す
る
こ
と

は
控
え
ま
す
。
希
望
者
に
は

接
種
を
続
け
ま
す
。
 

問
　
田
原
、
福
崎
小
学
校
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ポ
ー
ル
が

軽
い
ア
ル
ミ
製
に
な
り
、
事

故
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
。
第

一
体
育
館
の
二
階
は
呼
び
出

し
の
声
が
聞
こ
え
な
い
。
放

送
設
備
が
必
要
だ
。
 

社
会
教
育
課
長
　
各
室
の
放

送
設
備
は
無
く
、
検
討
し
ま

す
。
 

問
　
東
・
西
中
学
校
の
洋
式

ト
イ
レ
の
進
捗
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
中
学
校
は

男
女
各
1
か
所
設
置
し
ま
す
。
 

防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い
 

　
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
、
方
向
を
調
整
し
ま
す
 

難 波 靖 通  
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問
　
役
場
交
差
点
南
の
中
国

道
ボ
ッ
ク
ス
が
狭
く
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
中
島
井
ノ
口

線
の
開
通
後
に
対
策
工
事
を

検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

前
回
提
案
の
壁
面
へ
の
塗
装

と
共
に
、
路
面
の
明
る
い
カ

ラ
ー
舗
装
を
行
い
側
溝
の
フ

タ
が
け
は
緑
色
に
塗
れ
ば
注

意
を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
安
全
対

策
を
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
交
通
量
が
多
く
ス
ピ
ー

ド
の
出
や
す
い
道
路
で
横
断

歩
道
の
標
識
を
補
完
す
る
「
 

横
断
歩
道
あ
り
」
を
示
す
標

識
の
設
置
を
求
め
る
が
ど
う

か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
設
置
に
む

け
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
交
通
量
の
比
較
的
多
い

県
道
西
田
原
姫
路
線
か
ら
分

岐
し
て
ナ
ン
バ
の
南
を
通
っ

て
県
道
三
木
宍
粟
線
に
通
じ

る
道
路
と
類
似
の
路
線
に
は

車
の
通
行
帯
を
示
す
白
線
を

引
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
そ
の
路

線
は
警
察
と
協
議
中
で
す
。
 

問
　
①
学
童
保
育
は
小
学
4

年
生
以
上
も
定
員
の
枠
内
で

受
入
れ
す
る
と
明
示
し
て
い

る
自
治
体
も
近
隣
に
あ
る
。

当
町
で
も
夏
休
み
中
の
受
入

れ
後
も
4
年
生
以
上
が
引
続

き
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
②
保
育
所
 

・
保
育
園
も
近
隣
自
治
体
と

同
様
に
土
曜
日
午
後
6
時
ま

で
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

教
育
長
　
①
②
は
定
例
教
育

委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
市
川
の
香
福
橋
以
北
の

雑
木
等
の
除
去
の
た
め
河
床

へ
工
事
車
両
の
通
路
を
確
保

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
県
へ
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
 

中
道
線
中
国
道
ボ
ッ
ク
ス
の
安
全
対
策
を
早
急
に
 

　
安
全
対
策
を
検
討
し
ま
す
 

石 野 光 市  

一 般 質 問  

安全対策が求められる 
中道線中国道ボックス 

早急な耐震対策が望まれる防災無線室 



問
　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学

び
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
い
わ
ゆ
る
「
総

合
学
習
」
で
福
崎
町
は
特
色

の
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い

る
か
。
特
に
今
、
子
ど
も
た

ち
の
理
科
離
れ
が
言
わ
れ
る

中
で
の
理
科
分
野
に
お
け
る

興
味
付
け
と
し
て
特
別
な
対

策
は
。
 

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
自

然
科
学
へ
の
興
味
、
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、
吉
識
雅
夫

科
学
賞
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
3
月

議
会
で
ご
提
言
い
た
だ
い
た
、

八
千
種
小
学
校
体
育
館
跡
地

等
の
活
用
で
、
エ
コ
教
室
準

備
委
員
会
の
結
成
を
進
め
て

い
ま
す
。
 

問
　
子
ど
も
た
ち
の
科
学
の

目
を
育
む
た
め
に
も
八
千
種

小
学
校
体
育
館
跡
地
を
活
用

し
子
ど
も
た
ち
に
第
2
の
吉

識
雅
夫
先
生
を
目
標
と
し
て

よ
り
理
科
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
教
育
目

的
と
、
地
元
の
偉
人
の
業
績

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
に
大
き
な
「
夢
」
と

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
公
園
及
び

学
習
館
は
必
要
で
は
。
 

町
長
　
す
で
に
教
育
委
員
会

で
は
、
教
育
長
か
ら
発
表
の

あ
っ
た
構
想
に
向
か
っ
て
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
実
現
で
き
る
よ
う

な
方
向
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
公
園
を
つ
く
っ
て
は
 

　
　
実
現
で
き
る
よ
う
な
方
向
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
 

問
　
福
崎
町
で
は
、
今
年
4

月
か
ら
観
光
・
商
工
業
を
担

当
す
る
地
域
振
興
課
が
新
設

さ
れ
た
。
 

　
観
光
は
、
大
き
な
経
済
波

及
効
果
を
生
み
、
地
域
経
済

の
発
展
と
交
流
に
伴
う
活
力

を
創
出
す
る
こ
と
か
ら
、
観

光
振
興
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
福
崎
町
が
今
後
目
指
す
観

光
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
 

地
域
振
興
課
長
　
福
崎
町
内

の
観
光
資
源
を
考
え
る
と
、

辻
川
界
隈
を
中
心
と
し
た
散

策
や
、
手
軽
な
登
山
コ
ー
ス

の
散
策
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
も
ち
む
ぎ
の
や
か

た
な
ど
町
内
の
飲
食
店
で
の

食
事
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
観
光
。
ま
た
、

近
隣
地
区
と
の
連
携
に
よ
る

観
光
客
の
増
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
大
切
に
し
た

環
境
整
備
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
 

問
　
自
然
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
た
ず
ね
る
。
 

　
今
年
5
月
に
兵
庫
県
で
も

ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
拡
大
と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
福
崎

町
で
は
被
害
の
報
告
は
あ
っ

た
の
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
被
害
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
　
松
枯
れ
が
進
む
な
か
、

次
は
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
拡

大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
山
の
緑
に
包
ま
れ
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
福
崎

町
と
は
言
え
な
く
な
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。
 

農
林
振
興
課
長
　
兵
庫
県
で
 

は
、「
被
害
対
策
連
絡
会
議
」
 

を
立
ち
上
げ
て
、
全
県
下
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
、
町
と

し
て
は
、
県
か
ら
の
情
報
提

供
を
受
け
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
 

福
崎
町
が
目
指
す
観
光
と
は
 

　
　
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
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問
　
町
内
に
福
崎
高
校
、
北

に
市
川
高
校
、
西
に
夢
前
高

校
、
南
に
香
寺
高
校
が
あ
り

遠
く
は
神
崎
高
校
ま
で
自
転

車
で
通
学
し
て
い
る
高
校
生

が
い
る
。
学
習
塾
か
ら
夜
遅

く
帰
宅
す
る
中
学
生
も
あ
り

夜
間
で
も
安
心
し
て
通
れ
る

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
が
、
毎

年
、
防
犯
灯
は
改
修
、
増
設

さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
新
設
2
か

所
、
改
修
約
90
か
所
、
自
治

会
か
ら
の
要
望
で
約
30
か
所

増
設
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
女
性
に
対
す
る
チ
カ
ン

等
の
わ
い
せ
つ
事
案
が
今
年

に
入
っ
て
か
ら
2
件
、
夜
8

時
半
頃
起
き
て
い
る
が
、
把

握
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
防
犯
ネ
ッ

ト
等
で
把
握
し
て
い
ま
す
。

事
案
の
起
き
た
場
所
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、
防
犯
灯
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
も
事
案

の
起
き
た
場
所
に
つ
い
て
は
、

再
発
防
止
の
為
に
、
防
犯
灯

の
改
修
、
設
置
、
警
察
と
連

携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行

い
ま
す
。
 

問
　
高
岡
小
学
校
区
に
お
い

て
、
『
文
』
や
『
通
学
路
』

の
文
字
板
等
が
未
だ
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
車
を
運
転
す

る
側
に
と
っ
て
も
安
全
運
転

を
心
掛
け
る
大
変
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
思
う
が
。
 

住
民
生
活
課
長

『
通
学
路
』
 

の
補
助
標
識
を
設
置
し
ま
す
。
 

問
　
雨
の
日
の
通
学
路
で
は

田
原
小
西
側
横
断
歩
道
付
近

や
㈱
し
ゅ
ん
こ
う
西
側
の
町

道
で
は
、
車
道
に
で
き
た
水

た
ま
り
の
水
が
、
車
に
よ
っ

て
跳
ね
上
げ
ら
れ
、
児
童
・

生
徒
に
か
か
る
が
、
対
応
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
田
原
小

西
側
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に

対
応
し
ま
す
。
 

問
　
本
年
度
の
予
算
で
、
神

谷
、
長
野
、
桜
及
び
福
田
地

区
で
の
ほ
場
整
備
事
業
予
定

地
の
測
量
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
区
域
内
に
は
、
西
中
通

学
道
、
町
道
西
治
長
野
線
、

県
道
前
之
庄
市
川
線
、
七
種

川
左
岸
、
塩
田
池
と
塩
田
川

な
ど
、
改
良
改
修
す
べ
き
施

設
が
見
受
け
ら
れ
る
。
 

　
他
に
も
関
係
集
落
で
の
問

題
か
所
も
あ
る
と
思
う
。
ほ

場
整
備
事
業
は
土
を
動
か
す

事
業
で
あ
り
何
百
年
先
へ
の

大
事
業
で
あ
る
。
 

　
県
土
木
、
土
地
改
良
セ
ン

タ
ー
、
役
場
の
関
係
各
課
と

地
元
集
落
関
係
者
、
地
権
者

の
参
画
に
よ
り
素
晴
ら
し
い

プ
ラ
ン
を
立
て
て
ほ
し
い
。
 

農
林
振
興
課
長
　
今
は
予
定

区
域
内
の
測
量
設
計
の
段
階

で
あ
り
、
全
体
像
が
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
 

　
確
定
す
れ
ば
今
質
問
の
あ

っ
た
関
係
か
所
な
ど
、
関
係

部
局
と
地
元
関
係
者
と
の
協

議
調
整
も
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

問
　
近
年
七
種
山
に
て
事
故

が
起
き
て
い
る
。
以
前
は
殆

ど
な
か
っ
た
。
事
故
の
要
因

は
。
ま
た
、
安
全
対
策
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
近
年
シ
ニ

ア
の
登
山
者
が
増
え
て
い
る

の
と
、
経
験
不
足
の
登
山
者

も
多
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
安
全

対
策
で
は
、
「
山
の
会
」
で

案
内
標
識
を
設
置
し
て
も
ら

い
、
道
に
迷
う
こ
と
は
無
い

と
思
い
ま
す
。
 

　
滑
落
等
に
つ
い
て
は
自
然

と
山
を
楽
し
む
こ
と
で
自
己

責
任
か
と
思
い
ま
す
が
、
山

の
地
図
で
危
険
か
所
の
表
示

も
検
討
し
ま
す
。
 

安
全
安
心
な
通
学
路
の
整
備
を
 

　
　
現
場
を
確
認
し
、
検
討
対
応
し
ま
す
 

高
岡
、
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
プ
ラ
ン
は
 

　
　
県
の
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
 

木村いづみ 
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問
　
災
害
対
策
の
中
で
、
近

隣
市
町
は
、
水
道
の
耐
震
管
、

耐
震
継
手
が
採
用
さ
れ
て
い

る
が
福
崎
町
で
採
用
す
る
予

定
は
あ
る
か
。
コ
ス
ト
面
を

含
め
答
弁
を
。
 

上
下
水
道
課
長
　
Ｇ
Ｘ
管
（
耐

震
管
）
は
、
伸
縮
性
が
あ
り
、

曲
げ
に
も
強
く
コ
ス
ト
面
で

も
安
く
、
作
業
効
率
も
良
い

た
め
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

採
用
し
ま
す
。
 

問
　
都
市
公
園
法
に
定
め
る

住
民
1
人
当
た
り
の
整
備
面

積
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た

近
隣
市
町
の
整
備
面
積
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
基
準
面

積
は
、
住
民
1
人
当
た
り
10

㎡
で
す
。
福
崎
町
は
平
成
24

年
度
で
5
・
5
㎡
で
す
。
姫

路
市
は
、
10
・
5
㎡
で
す
。
 

問
　
福
崎
町
の
公
園
整
備
面

積
は
、
近
隣
市
町
に
比
べ
非

常
に
少
な
い
。
前
回
で
も
質

問
し
た
が
、
防
災
を
目
的
と

し
、
平
素
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
公
園
等
が
で
き
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
県
に
再
度

防
災
基
地
の
整
備
計
画
の
確

認
を
し
ま
し
た
が
、
「
現
在

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
 

問
　
大
河
ド
ラ
マ
黒
田
官
兵

衞
の
放
送
に
伴
い
、
春
日
山

の
整
備
、
案
内
板
は
設
置
で

き
な
い
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
山
の
会
と

相
談
し
整
備
、
案
内
板
の
設

置
を
行
い
ま
す
。
 

中
播
磨
の
防
災
基
地
、
防
災
公
園
を
福
崎
町
に
 

　
　
現
在
、
整
備
計
画
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
 

問
　
現
在
、
関
西
や
首
都
圏

を
中
心
に
流
行
が
み
ら
れ
て

い
る
「
風
し
ん
」
は
過
去
最

悪
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

て
、
今
年
に
入
り
6
月
18
日

現
在
で
1
万
人
以
上
が
全
国

で
は
感
染
し
て
い
る
。
福
崎

町
の
「
風
し
ん
」
の
感
染
拡

大
防
止
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。
 

民
生
参
事
　
定
期
的
な
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
が
多
く
、
風
し
ん
の
抗
体

を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
い

こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
予
防
法
は
、
手
洗
い
、

う
が
い
、
予
防
接
種
が
有
効

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
等
で

周
知
を
し
ま
す
。
 

問
　
福
崎
駅
周
辺
を
町
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
「
ま
ち
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
た
め

に
、
新
し
い
発
想
の
下
で
誰

も
が
喜
ぶ
具
体
的
な
取
組
を

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
当
局
の
考
え
は
。
 

技
監
　
今
ま
で
も
県
に
要
望

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
た
め
、
発
想
を

転
換
し
、
駅
前
広
場
と
県
道

付
替
区
間
は
町
が
整
備
す
る

の
で
、
残
区
間
は
県
に
お
願

い
し
ま
す
と
い
う
町
先
導
型

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
 

問
　
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

や
耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
建
物

は
、
今
後
、
修
繕
を
し
な
が

ら
使
い
続
け
る
の
か
、
そ
れ

と
も
計
画
的
に
建
て
替
え
る

の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
耐
用
年
数

の
過
ぎ
た
建
物
も
、
定
期
的

な
修
繕
で
良
い
状
態
で
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
 

「
風
し
ん
」
に
万
全
の
備
え
を
 

　
　
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
等
で
周
知
し
ま
す
 

ワクチン接種申請の町保健センター 

冨 田 昭 市  

城 谷 英 之  

一 般 質 問  
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問
　
駅
前
広
場
と
県
道
付
替

え
区
間
を
26
年
度
に
事
業
化

し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。
 

技
監
　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

駅
を
出
る
と
車
や
バ
ス
が
停

車
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
り
、

そ
の
東
側
を
県
道
が
通
る
形

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
が
整
備
す
る
区
間
は
両
側

歩
道
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
 

技
監
　
26
年
度
の
事
業
化
に

向
け
、
今
年
度
中
に
駅
前
広

場
と
県
道
甘
地
福
崎
線
の
駅

前
以
北
の
道
路
計
画
を
固
め

ま
す
。
今
後
、
県
と
調
整
し

な
が
ら
、
現
地
測
量
、
道
路

詳
細
設
計
を
行
う
予
定
で
す
。

事
業
期
間
は
5
年
間
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
国
に

来
年
度
の
国
庫
補
助
を
認
め

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

問
　
千
束
水
路
の
改
善
に
つ

い
て
、
毎
年
た
た
み
を
立
て

る
作
業
を
し
て
お
り
、
鉄
板

を
差
し
込
む
か
、
ゲ
ー
ト
を

作
る
か
、
何
ら
か
の
方
法
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
。
 

農
林
振
興
課
長
　
千
束
井
堰

に
ゲ
ー
ト
を
新
設
す
る
計
画

の
場
合
、
鋼
製
ゲ
ー
ト
・
高

さ
1
ｍ
で
、
長
さ
7
ｍ
と
10

ｍ
の
2
か
所
に
な
り
、
市
川

を
せ
き
止
め
る
仮
設
も
含
め

て
、
事
業
費
が
約
8
千
万
円

と
な
り
ま
す
。
 

問
　
福
崎
小
学
校
の
ト
イ
レ

が
薄
暗
く
ド
ア
の
音
が
ひ
ど

い
の
で
改
修
で
き
な
い
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
老
朽
化
が

進
み
、
間
仕
切
り
板
の
が
た

つ
き
が
あ
り
、
今
年
度
補
修

の
予
定
で
す
。
壁
の
修
繕
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
、
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
す
ぐ
に

取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
で

す
。
 

県
道
甘
地
福
崎
線
の
拡
幅
整
備
を
急
げ
！
 

　
26
年
度
事
業
化
に
向
け
年
度
内
に
道
路
計
画
を
固
め
ま
す
 

北 山 孝 彦  

一 般 質 問  
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問
　
巡
回
バ
ス
の
改
善
の
取

り
組
み
は
。
 

民
生
参
事
　
予
約
時
間
は
協

議
中
で
す
。
コ
ー
ス
変
更
は

困
難
で
す
が
研
究
し
ま
す
。
 

問
　
中
継
場
所
に
は
郊
外
便

が
常
駐
し
て
は
ど
う
か
。
 

民
生
参
事
　
可
能
と
思
い
ま

す
。
個
別
の
苦
情
に
つ
い
て

は
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
駅
前
広
場
と
県
道
付
替

を
26
年
度
事
業
化
と
の
こ
と
。

26
年
度
の
事
業
内
容
は
。
 

技
監
　
今
年
度
に
固
め
た
道

路
計
画
を
も
と
に
、
用
地
測

量
を
行
い
、
順
次
用
地
買
収

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
 

問
　
駅
前
で
買
い
物
の
で
き

る
場
所
、
町
の
観
光
案
内
・

役
場
取
次
ぎ
所
を
兼
ね
た
施

設
整
備
に
町
の
投
資
を
。
 

地
域
振
興
課
長
　
駅
前
周
辺

整
備
の
中
で
検
討
で
き
ま
す
。

商
工
会
と
も
協
議
し
ま
す
。
 

問
　
福
崎
高
校
北
の
水
路
に

崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
。
想
定

被
害
は
大
き
い
が
、
対
策
は
。
 

農
林
振
興
課
長
　
箇
所
は
34

ｍ
で
町
の
補
助
事
業
対
象
で

す
。
関
係
者
と
協
議
し
ま
す
。
 

問
　
福
田
、
高
橋
の
水
害
常

襲
地
帯
の
対
策
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
松
山
川

の
雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
近

く
で
県
が
整
備
す
る
砂
防
施

設
へ
流
せ
な
い
か
検
討
を
行

い
ま
す
。
高
橋
は
年
次
的
に

は
後
に
な
り
ま
す
。
 

問
　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に

低
学
年
は
緊
急
性
が
高
い
。
 

学
校
教
育
課
長
　
順
次
進
め

て
い
ま
す
。
全
体
の
計
画
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
　
国
道
3
1
2
号
（
新
町

南
）
県
道
（
駅
前
〜
高
校
踏

切
）
通
学
安
全
対
策
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
は
整
備
さ
れ
ま
す
。
 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
い
で
！
 

　
順
次
整
備
中
、
全
体
計
画
を
考
え
ま
す
 

小 林 　 博  

速やかな安全対策が求められる駅周辺 

道路付替え予定の駅周辺 



　
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
会
議

の
ラ
イ
ブ
中
継
を
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
八
千
種
研
修
セ
ン
タ

ー
の
町
内
3
か
所
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
会
議
の
録
画
映
像
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
な
お
、
本
会
議
と
委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
こ
し
下
さ
い
。
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6
月
議
会
に
お
い
て
、
委

員
会
提
案
に
よ
る
福
崎
町
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
地
方
分
権
改
革
が
進
み
、

2
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

重
く
な
り
ま
す
。
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
条
例
で
は
、
議
会
や
議
員

の
活
動
原
則
や
、
徹
底
し
た

情
報
公
開
に
つ
い
て
定
め
て

お
り
、
議
会
だ
よ
り
の
果
た

す
役
割
も
大
き
く
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
読
ま
れ
、
親
し
ま
れ
、

役
に
立
つ
「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

編
集
後

記
 

会派とは、議会基本条例第10条の規定により2人以上により結成された議員の団体です。 

集
落
内
の
安
全
・
安
心
は
・
・
・ 

高
岡
地
区
　
70
歳
　
男
性 

 　
私
た
ち
の
地
域
は
、
町
北
西
部
に
位
置
す
る
風
光
明
媚
な
中

山
間
地
域
で
、
住
生
活
環
境
、
動
植
物
の
育
成
に
は
整
っ
た
場

所
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
野
生
動
物
（
猪
、
鹿
、

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
等
）
が
増
え
、
農
作
物
へ
の
被
害

が
多
く
、
住
民
生
活
に
多
大
な
損
害
を
与
え
地
域
住
民
は
そ
の

対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
昨
年
よ
り
県
民
緑
税
事
業
に
充
て
た
里
山
防
災
林
整
備
事

業
が
充
実
さ
れ
、
山
林
内
の
高
木
（
危
険
木
）
・
竹
林
の
伐
採
、

遊
歩
道
の
整
備
、
簡
易
な
防
災
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
集
落
内
の
裏
山
の
危
険
な
場
所
の
保
全
に
努

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
事
業
と
並
行
し
て
有
害
鳥
獣
防
護
柵
も
国
、
県

の
補
助
の
も
と
同
時
期
に
設
置
、
一
応
の
成
果
は
見
ら
れ
、
少

し
は
安
心
で
き
る
地
域
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
現
実
に
は
、
立
木
の
倒
木
、
鹿
に
よ
る
防
護
柵
の
破

損
等
が
お
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
管
理
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
が
課
題
と
な
り
恒
久
的
な
解
決
策
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
集
落
で
あ
り
ま
す
が
、
自
然
と
共
存
す
る
素
晴

ら
し
い
地
域
で
も
あ
り
、
今
後
の
福
崎
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

　　　　　会派名 

 

福政会
 

道志会 

太　陽 

日本共産党福崎町議会議員団 

　　　　　　所属議員 

牛尾雅一　　志水正幸　　城谷英之　 

難波靖通　　前川裕量　　松岡秀人 

釜坂道弘　　高井國年　　宮内富夫 

冨田昭市　　北山孝彦 

小林　博　　石野光市 
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福崎町議会 で検索できます。 


